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ム中泉剣先生

名魯町民顕彰式及び祝賀合
如代沖縄開発庁長官

亘広報かでな　H14・12・1

去
る
、
十
一
月
三
日
、
素
手
納
町

中
央
公
民
館
に
あ
い
て
、
山
中
貞
則

先
生
の
名
誉
町
民
顕
彰
式
及
び
祝
賀

会
が
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
か
参

加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
中
貞
則
先
生
は
、
昭
和
二
十
八

年
、
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
以
来
、

総
理
府
総
務
長
官
と
し
て
初
代
沖
縄

開
発
庁
長
官
、
通
産
大
臣
な
ど
数
々

の
要
職
を
歴
任
、
現
在
も
自
由
民
主

党
の
税
務
調
査
会
最
高
顧
問
と
し
て

活
躍
中
で
残
か
国
の
発
展
の
た
め
、

ま
た
、
沖
縄
県
の
振
興
開
発
の
た
め

こ
れ
ま
で
力
を
尽
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
町
に
あ
い
て
も
、
総
務
長
官
在

任
中
に
中
央
公
民
館
の
建
設
、
ま
た
、

そ
の
後
も
各
区
行
政
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
に
刀
を

尽
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
功

績
を
称
え
、
舎
回
、
名
誉
町
民
の
称

号
を
贈
り
顕
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま

した。顕
彰
式
で
、
宮
城
篤
実
町
長
は
「
不

日
、
山
中
貞
則
先
生
の
嘉
手
納
町
名

誉
町
民
顕
彰
式
を
挙
行
で
き
る
こ
と

は
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

山
中
先
生
は
総
理
府
長
官
と
し
て
初

代
沖
縄
開
発
庁
長
官
、
通
産
大
臣
な

ど
を
歴
任
し
卓
越
し
た
政
治
手
腕
を

発
揮
し
、
我
が
国
政
発
展
の
た
め
、

す
。
山
中
先
生
に
は
、
ゐ
忙
し
い
中
、

本
町
待
望
の
名
誉
町
民
の
称
号
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
ご
来
町
ご
臨

席
を
賜
り
誠
に
あ
り
か
た
く
感
謝
の

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
」
と

各
区
行
政
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
建
設
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
以

来
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
区

民
の
活
動
の
場
と
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
】
r

ま
た
沖
縄
振
興
開
発
の
推

進
等
ま
さ
に
歴
史
に
残
る

数
々
の
偉
業
を
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
わ
が
町
に
あ

き
ま
し
て
は
、
先
生
が
ご

要
職
在
任
中
の
復
帰
直
後
、

特
別
の
ゐ
計
ら
い
に
よ
り

ま
し
て
、
中
央
公
民
館
が

建
設
さ
れ
、
そ
の
後
も
山

中
先
生
の
本
町
に
対
す
る

思
い
は
こ
と
の
ほ
か
深
く
、

本
町
は
現
在
、
町
民
が
快

適
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
活
性
化
事
業
と
し
て
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
展

開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

推
進
事
業
は
、
山
中
先
生

を
先
頭
に
同
、
県
の
関
係

機
関
や
今
日
ご
参
加
い
た

だ
い
て
あ
り
ま
す
皆
様
の

強
力
な
ご
支
援
の
お
か
げ

で
あ
り
、
こ
の
場
を
あ
か

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
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式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
次
に
推
挙
状
・

名
誉
町
民
章
及
び
記
念
品
贈
呈
後
、

山
中
貞
則
先
生
か
ら
「
三
十
二
年
前
、

嘉
手
納
村
時
代
に
こ
の
町
を
訪
れ
、

旧
消
防
庁
舎
で
騒
音
を
体
験
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
墓
地
の
中
で
ジ
ェ
ッ

ト
機
が
嘉
手
納
町
に
向
け
我
が
物
顔

で
債
射
を
行
な
っ
て
あ
り
と
て
も
怒

り
を
感
じ
ま
し
た
。

嘉
手
納
町
は
好
き
で
土
地
を
提
供

し
て
い
る
の
で
な
く
、
大
き
な
犠
牲

を
払
い
な
が
ら
町
民
は
生
活
を
し
て

い
る
の
た
、
そ
れ
を
思
う
の
な
ら
国

は
こ
の
町
の
た
め
に
何
か
で
き
る
の

か
を
考
え
、
是
非
、
や
る
べ
き
だ
と
、

私
は
国
へ
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
建

設
さ
れ
た
建
物
が
、
町
民
か
騒
音
に

邪
魔
さ
れ
ず
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と

の
で
き
る
こ
の
中
央
公
民
館
で
す
。

今
回
、
名
誉
町
民
蔓
と
い
う
と
て
も

あ
り
が
た
い
身
に
余
る
も
の
い
た
だ

き
大
変
感
謝
し
て
あ
り
ま
す
。
今
後

も
生
あ
る
か
き
り
、
嘉
手
納
町
の
た

．
・
め
に
尽
く
し
て
い
く
こ

中
央
区
婦
人
会
の
創
作
ダ
ン
ス
、
東

区
子
ど
も
獅
子
舞
い
、
古
謝
弘
子
琉

舞
研
究
所
に
よ
る
琉
舞
、
嘉
手
納
町

連
合
青
年
会
に
よ
る
海
邦
脂
太
鼓
が

華
麗
に
力
強
く
披
露
さ
れ
、
山
中
先

生
も
満
足
そ
う
に
舞
台
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
祝
い
に
駆
け

つ
け
た
み
な
さ
ん
と
も
握
手
を
交
わ

し
笑
顔
で
記
念
撮
影
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
。
全
日
程
終
了
後
、
瞑
り
止

ま
ぬ
拍
手
の
中
、
な
ご
り
お
し
そ
う

に
山
中
先
生
は
会
場
を
後
に
し
ま
し

た。

と
を
誓
い
、
お
礼
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
」
　
の

あ
い
さ
つ
か
あ
り
ま
し
た
「
｝

最
後
に
嘉
手
納
町
子
ど

も
会
か
ら
花
束
か
贈
呈

さ
れ
会
場
か
ら
は
惜
し

み
な
い
感
謝
の
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
引
き
続

き
祝
賀
会
か
行
な
わ
れ
、
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顧喝時離蒸着驚虔唾零凄艶等履銅腐磯
去る、11月2日、嘉手納外語塾か主催する「第5回素手

納町英語スピーチコンテスト」か、かでな文化センターで開

催されました。

町内外のこれから未来に羽ばたく若者に夢とチャンスを提

供するこのコンテストには、今年、小学校4筐生から一般ま

で23人が出場、さまざまなテーマについてその表現力や語

学力を競い合いました。
グローバルな発想と国際交流、親善などに積極的に参加で

きる人材を発掘、胃成するために毎年開催されているこの大

会ですか、年々しヘルが向上しています。そのため、今年は、

各賞を選考する審査委昌も頭を悩ませ、予定の審査時間を大

幅に上回るほどでした。

憤重な審査委昌の審議の結果、今年から新設されたグラン
プリ昌には、沖縄尚学高等学校2年の安里睦さんが選ばれま

した。安里腫さんは受賞の喜びを「選ばれるとは思っていま
せんでした。この大会に向けて一生懸命練習したのでとても

うれしい。将来の夢は医者になることです」と話してくれま

した。安里瞳さんには、約4週間のオーストラリアへの海外

留学研修が副賞として贈られました。

一二∵∵」†r Hr㌧1∴ト∴丹

小学生部門金賞

中学生部門金賞

高校生部門金賞

学生・一般部門

外国人部門

宮里豆菓子さん（嘉手納小学校5年）

宮城希望さん（嘉手納中学校1年）

濱元美奈子さん（球陽高校3年）

監袋成子さん（沖縄アメリカン大学E SL課程）

イ・ケトウト・コアウタフ（沖縄キリスト教短期大学1年）

蜃重層参画卿亭・イ一二
10月20日、「第7回カデナミュージック・グラフティー」が、かでな文化セン

ターで開催されました。

このコンサートは、町内のバンドか「自分達で音楽を楽しもう」と始めたのか

最初で、合では町外からも昔菜の好きな仲間達か集まるようになり、毎年恒例の
イヘットとしてすっかり定着、好評を博しているものです。

今回もフォークからロックまで、様々なジャンルの音楽を町内外の6バンドが

披露すると、詰めかけた多くの観音も盛大な拍手で応えるなど大好きな音楽に酔
いしれた秋の夜のひと時となりました。

馳療鬱彗硬鋼聯醐療牽

「蒜表示塁遠イ

11月8日から10日まで、嘉手納町文化協会か主催する第11匝】嘉手納町文化

祭か開催されました。令年は、沖縄県知事選挙のため、中央公民館とかでな文化
センターでの開催となりました。

中央公民鑑では、8日から10日まで、展示部門か開催され、書道、絵画、華道、
盆栽、写真など町内の芸術家の見事な力作揃いの作品か訪れた人々の目を楽しま
せました。

かでな文化センターで10日に開催された舞台部門では、町内の大正琴サークル、

町内外で活躍するブラスバンドレモン、そして、町内のフォークバンド、ハウリ
ングのみなさんの歌や演奏が披露され、芸術の秋に′3、されしい日となりました。

顧爆撃譲 看年会エイサーや千原子どもエイワーなど、次々に繰り出される楽

しい余興に西区区民も秋の夜長を楽しみました。また、区民まつり

去る、10月19日、西区コミュニティセンターで、に先立ち、西区ゆんたの会などボランティアの協力で行なわれた敬

秋の夜長を楽しく過す区民の交流の場として西区区民　老会でも、美味しいあ弁

まつりが賑やかに開催されました。　　　　　　　　当や琉舞、民謡などの余

区民まつりの会場となった西区コミュニティセンタ　興か披詔され西区に屈佐
一でl註、室内で生け花やパッチワークキルトなど手つ　するゐ琵寄りの健康と忘

＜。の作品か展示され、その見事な出来栄えに感心す寿を参力0したみんなで祝l

る区民の姿か見られました。　　　　　　　　　　　いました。

夕方からはコミュニティセンター前の広場で、町内の

民謡グループ、ハイビスカスを招いての民謡ショー、

広報かでな　H14・12・1才
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朗癖薗盛嘲婚盛㈱密塾薗虚
今年も嘉手納外語塾の塾生が外語塾へ嘉手納小学校の児至を招き、ハロウインパー

ティー行ないました。

10月28日、外語塾を訪れた子とも達は、初め、怖いお化けに仮装した塾生の姿に

怯えた様子でしたガ、一緒になって歌や踊りを楽しむうちに次第に打ち解け、かわい

い笑顔を見せるようになりました。

あんなで歌や踊りを楽しんだ後、持ち寄った塾生手づくりの美味しい料理を全員で

味わいながら、子ども達と塾生は楽しいひと時を過ごしました。

◎震濁蘭聴億憾

◎屋島か兎魯 10月30日、屋良幼稚園でゐ誕生会をかねてのハロウインパーティーかゐ父

さんやゐ母さんも参加して賑やかに行なわれました。

屋良小学校・幼稚園の英語指導のアリス・べロス先生が扮したお化けと子と

も達やあ父さんゐ母さんかゲームや英語の歌を楽しみました。そして、みんな

で大きくて美味しそうな誕生日のケーキをいただきました。

◎筐由り、璧校
10月31日、屋良小学校体育館でハロウインの催しか行なわれました。

この日、様々なあ化け達に扮した先生方が舞台に登場、楽しい寸劇が

演じられました。その後、子どもとお化け達が踊りやゲームを楽しみ、

子とも達は所狭しと体育館を駆け回り、明るく元気な歓声か体育館中
に響き渡りました。

ノウ竺

日　　日　月　　日

、＼二日ノンr

ご寄付ありがとうございます
◆二＿三＿＝∴

＊中央区婦人会様より　　山中貞則氏名誉町民顕彰式典及び祝賀会の余興謝礼金の寄付として

1万2千円

＊宇久得242－2

＊字嘉手納456－1

＊字水釜258番地

（、萱一広報かでな　H14・12・1

比謝川の里　玉城ヒデ子様より　一般寄付として　　2千円

知念光弘様より　一般寄付として　　2千円

奥間清次様より　一般寄付として　　2千円

山
中
貞
則
衆
議
院
議
員
名
誉
町
民

顕
彰
式
及
び
祝
賀
会

五
日
　
庁
議
中
部
市
町
村
会
定
例
会

町
長
と
語
る
夕
べ
（
社
会
教
育
団
体
）

八
日
　
比
謝
川
行
政
一
部
事
務
組
合
議
会

平
成
十
四
年
度
第
四
回
沖
縄
県
高

齢
者
保
険
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

泰
手
納
町
の
教
育
に
尽
く
さ
れ
た

皆
様
へ
の
感
謝
と
親
睦
の
集
い

平
成
十
四
年
度
沖
縄
県
功
労
賞
表

彰
式
典

立夕で
町
長
の
主
な
常
務
甘
藷

二
〇
月
〓
盲
て
二
月
t
 
O
甘
）

二
日
－
月

一
一
口
　
都
道
府
県
災
佃
い
共
済
支
部
長
会
議

（広島県）

∵
h
日
　
中
都
市
町
村
会
定
例
会

．
六
日
　
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
総
会

一
七
日
　
第
4
5
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会

．
八
日
　
介
護
保
険
広
域
連
合
各
自
治
体
議

H
へ
の
説
明
会

一
一
日
．
二
役
・
部
・
課
長
会

二
一
日
　
自
治
管
理
組
合
一
一
．
役
会
議

二
五
日
　
沖
縄
市
　
新
財
団
設
」
は
　
第
一
回

発
起
人
会

二
六
日
　
第
五
回
沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
、
ノ
祭
開
会
式

二
七
日
　
第
三
回
義
手
納
町
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
，
／
大
会
及
び
嘉
手
納

ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
落
成
式

∴
九
円
　
介
讃
保
険
広
域
連
合
会
議

三
〇
日
　
県
農
林
水
産
部
と
中
部
市
町
村
と

の
行
政
懇
談
会
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戦
前
、
戦
後
を
通
し
、
本
町
の
教
育
や
戦
後

す
ぐ
の
混
沌
と
し
た
状
況
の
小
で
教
育
行
政
に

携
わ
り
教
ム
日
の
復
興
に
尽
り
な
さ
れ
た
皆
様
お

よ
び
本
町
の
1
1
と
も
通
の
健
康
管
理
に
こ
貢
献

い
た
だ
い
た
皆
様
を
お
招
き
し
、
そ
の
ご
伸
古
労

を
ね
き
ち
い
な
か
ら
、
本
町
で
の
思
い
川
を
語

る
中
か
ら
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
服
戒
を
阿

り
、
本
町
の
人
的
財
確
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

町
づ
く
り
へ
の
こ
掟
一
．
▲
口
と
こ
協
力
を
い
た
た
こ

う
と
、
第
三
同
一
か
で
な
の
教
育
に
つ
く
さ
れ

た
精
機
へ
の
感
謝
と
槻
睦
の
集
い
」
　
か
嘉
手
納

町
教
育
春
日
ハ
会
の
L
椎
で
閲
催
さ
れ
ま
し
た
っ

役
場
職
＝
日
が
出
迎
え
る
中
、
参
加
者
一
行
は
、

午
後
．
．
時
、
町
内
規
整
の
た
め
役
場
前
を
肘
発
、

糾
し
く
完
成
し
た
は
か
り
の
よ
手
納
ス
ホ
ー
ツ

ド
ー
ム
や
嘉
手
納
中
学
校
の
校
た
、
タ
ウ
、
／
七

，
／
ク
ー
閲
発
予
定
地
な
ど
、
牛
ま
か
か
わ
「
．
た
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
析
し
く
や
ま
れ
か
わ
ろ
う
と

す
る
嘉
手
納
叫
を
視
察
、
引
き
続
い
て
夕
ん
か

ら
は
一
感
謝
と
親
睦
の
低
い
一
が
町
内
の
レ
ス

ト
ラ
、
／
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

集
い
で
は
、
約
め
に
伊
波
腸
雉
教
育
良
が
　
「
野

田
杷
管
生
誕
の
地
、
そ
し
て
．
花
‥
武
の
あ
る
町
嘉

手
納
町
へ
お
こ
し
い
た
だ
き
心
か
ら
歓
迎
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
戦
後
た
1
七
隼
、
な
い

な
い
つ
く
し
の
教
育
か
ら
皆
様
の
ご
尽
わ
に
よ

り
ま
し
て
嘉
手
納
町
の
教
育
の
允
美
糊
を
む
か

え
て
お
り
ま
す
っ
　
本
円
は
そ
の
感
謝
の
点
を
込

め
、
感
謝
と
視
睦
の
脹
い
を
問
粧
し
て
お
り
ま

す
。
秋
の
夜
長
を
楽
し
く
語
り
合
い
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
町
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
覧
ご
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
　
と
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
次
に
宮
城
篤
美
町

長
が
　
二
】
わ
ま
で
、
7
校
烈
人
目
、
社
会
教
育
、

．
卜
と
も
通
の
医
療
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
皆
伐
の

お
か
げ
で
わ
が
町
の
教
育
の
基
礎
は
し
っ
か
り

し
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
っ
　
し
か

し
な
が
ら
、
教
育
に
は
こ
れ
で
良
い
と
い
う
限

界
は
あ
り
ま
せ
ん
っ
　
わ
た
く
し
と
も
は
、
そ
の

し
∵
カ
日
と
し
た
怯
硝
の
上
に
、
学
校
教
育
や

ホ
手
納
外
語
塾
な
と
地
域
の
社
会
教
育
の
発
展

に
い
〓
任
を
惑
し
な
が
・
㌧
　
こ
れ
か
ら
も
懸
命
に

本
町
の
托
人
目
に
県
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
　
と

主
催
者
を
代
よ
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
応
え
、
ぢ
加
古
を
代
出
し
て
元
屋
良
小
学

校
相
良
の
新
崎
盛
繁
さ
ん
か
　
「
本
日
は
、
痛
手

納
町
の
教
育
に
携
わ
っ
た
私
ど
も
を
町
当
局
の

暖
か
い
二
配
侭
で
お
招
き
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
ゥ
　
ヘ
′
日
、
こ
の
集
い
に
来

る
‥
刑
に
見
学
さ
せ
て
い
た
た
い
た
施
設
は
臼
を

見
張
る
大
変
、
素
晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。
行

政
に
携
わ
る
皆
様
が
様
々
な
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
嘉
手
納
町
の
充
展
に
力
を
尽
く
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
だ
と
感
し
て
お
り
ま
す
。
新
築

さ
れ
た
小
学
校
や
教
育
関
辿
施
設
は
他
地
域
に

見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
そ
こ
で
働
く
先
生
方
や

ト
と
も
通
は
と
て
も
半
せ
だ
な
と
も
感
じ
ま
し

た
。
私
通
は
、
町
の
こ
の
集
い
に
寄
せ
る
期
待

を
感
じ
な
が
ら
こ
の
町
の
人
的
財
臆
と
し
て
町

の
発
展
と
．
「
と
も
逆
の
健
全
な
成
長
に
協
対
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
　
と
感
謝
の

．
．
。
日
日
某
を
述
べ
ま
し
た
。

舞
ム
日
で
は
L
原
二
ど
も
エ
イ
サ
ー
・
束
区
子

と
も
獅
十
舞
い
ク
ラ
ブ
や
琉
韓
な
ど
「
卜
と
も
達

の
糞
尿
丁
こ
り
強
い
演
技
が
柁
露
さ
れ
る
と
集
い

に
参
加
し
た
．
九
〇
人
の
人
々
は
暖
か
く
盛
大

な
拍
手
を
卜
と
も
逆
に
贈
り
ま
し
た
。
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ル
や
グ
ラ
ウ
ン

ド

コ

ル

フ

は

健

康
増
進
に
役
立

つ
と
こ
ろ
か
、

逆
に
性
康
を
損

ね
る
結
果
に
な

り
か
ね
な
い
の

で
屋
根
つ
き
の

施
設
を
作
っ
て

く

れ

な

い

か

と

い
う
ご
要
望
が

あ

っ

た

こ

と

が

な
ら
多
く
の
町
民
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
、
あ
る
い
は
、
文

化
活
動
の
批
点
と
し

て
、
ま
た
、
日
常
の

趣
味
や
レ
ク
り
エ
ー

・
ン
ヨ
、
／
に
関
わ
る
人
々

が
多
目
的
に
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
建

設
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
考
え
か

町
民
の
健
康
増
進
や
子
供
か
ら

高
齢
音
ま
で
の
生
涯
学
習
な
ど
社

会
福
祉
教
育
に
工
‖
献
す
る
嘉
手
納

運
動
公
園
屋
内
運
動
場
　
（
嘉
手
納

ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
）
　
が
へ
′
年
十
円

に
完
成
、
そ
の
オ
ー
∪
7
、
／
を
記
念

し
て
一
第
一
一
▲
回
嘉
手
納
町
民
ス
ホ

ー
ツ
レ
ク
り
エ
ー
シ
ョ
、
／
入
会
」

が
ト
∴
H
一
一
十
L
U
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
を
前
に
宮
城
篤

実
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
n琴

、
一
∴
喋
繰
の
演
奏
に
よ
る
か

ぎ
や
で
風
で
蘭
を
開
け
た
開
会
式

で
は
、
宮
城
町
長
が
　
「
こ
の
ド
ー

ム
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
か
ら

兵
夏
の
炎
天
下
で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

建
設
の
発
端
で
す
。
そ
れ
を
受
け
、

関
係
者
に
よ
る
協
議
を
重
ね
て
決

断
し
、
こ
の
施
設
の
完
成
を
軋
る

事
が
で
き
ま
し
た
」
　
と
ド
ー
ム
の

完
成
ま
で
の
経
緯
を
話
し
ま
し
た
。

そ
し
て
　
「
施
設
を
建
設
す
る
の

ら
こ
の
広
い
ド
ー
ム

の
建
設
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
是
非
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

様
を
先
頭
に
先
輩
方
の
健
康
増
進

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若
い
方
々

の
新
し
い
力
を
育
む
た
め
の
拠
点

と
し
て
、
こ
の
ド
ー
ム
を
存
分
に

利
用
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
私

達
は
期
待
し
て
い
ま
す
」
　
と
ド
ー

ム
の
有
効
な
活
用
に
期
待
を
込
め

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
で
は
各
区
老
人

ク
ラ
フ
や
婦
人
会
の
集
団
演
舞
や

町
内
の
お
年
寄
り
や
子
供
達
ま
で

多
く
の
老
若
男
女
が
参
加
し
て
各

種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
、
／
競
技
が
行

な
わ
れ
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な

が
ら
ド
ー
ム
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た。



MprrvChristl「GS

いよいよつIJスコスガやっこ来ました。沖縄（Z雪は晴らない

叶亡、裔喧々りスつス一色tZなりました。

聖なる薇に…あなたの硬いげガないま奇ように。

おすすめの本
基本のケーキ、冷
たいお菓子、気軽に
できるおやつ、和菓
子など、経験を問わず、
「作ってよかった」
と感じるおいしくて
簡単なお賽子の作り
方を満載。巻末にお
菓子作りの道具、材
料辞典を掲載。

ゥ小鳩「絵孟昌を忘基と；芸。

ぼてとちゃん

鼓はなし広場
一遍声羞J土E定日

竿簸て∵〔拇～3：3〔）

に至言

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 �5 �6 �7 

8 �9 �10 �11 �12 �13 �14 

15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 

22 �23 �24 �25 �26 �27 �28 

29 �30 �31 � � � � 

リーと　開室時間
○火～金曜田

午前10：00～午後9：00

0土・日曜日
午前10：00～午後6：00
口は休室日

［手札15年1月二

ウイリーがかくと、
「モナリザ」も「落
ち穂拾い」も思いっ
きり楽しくなっちゃ
うよ。見れば見るほ
ど不思議がいっぱい。

’……」墓誌㍊議了エイ

〈一般書〉

＊きれい＆元気になる冷え症解消法

＊快適な暮らしを約束する収納実例200尼十

＊ヌルイコイ

＊神様からひと言

＊マドンナ

＊雨月

＊神たちの誤算

：詣；讐冠警撼
＊嵐をつかまえて

く児童言〉
†・　＊0点虫が飛び出した

＊なないろ山のひみつ

＊うみのべつそう

＊宝さがしの旅

＊こだぬきのおねがい

＊きょうはぴったりのひ

＊ぼくのすきなこと、なーんだ？

＊もっとかんがえるカエルくん　ト

＊いそがしいっていわないで

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 

5 �6 �7 �8 �9 �10 �11 

12 �13 �14 �15 �16 �17 �18 

19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 

26 �27 �28 �29 �30 �31 � 

12′／29～レ31まで

年末年始のお休みです。
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広報かでな　H14・12・1宮

老
齢
年
金
等
　
（
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
）
　
に
は
、
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
　
（
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
）
。

所
得
税
は
受
け
取
る
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
が
、

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
の
は
、
年
金
額
が
一
七
二
万
円

（
六
卜
五
歳
未
満
の
方
は
一
〇
八
万
円
）
　
以
上
の
方
の
み

です。所
得
税
に
は
各
種
の
所
得
控
除
が
あ
り
ま
す
が
、
源
泉

徴
収
の
際
に
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
あ
ら
か
じ
め
　
『
公

的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
請
書
』
を
、
社
会

保
険
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
扶
養
親
族
等
申
請
書
の
用
紙
　
（
ハ
ガ
キ
）
　
は
、
毎

年
十
一
月
中
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
対
象

と
な
る
年
金
受
給
者
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
用
紙
が
届
き

蓋
し
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
、
毎
年
卜

二
月
上
旬
の
社
会
保
険
庁
が
指
定
す
る
日
と
な
っ
て
い
ま

す、

用
紙
が
届
か
な
い
場
合
や
無
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
な

ど
に
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
社
会
保
険

弔
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
届
書
で
す
。
申
告
番
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

控
除
申
告
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

疲†



阻配轡
インフ几エンザにご円他

インフルエンザをたかがかぜの一種などと、あなどってい
ませんか。

爆発的な感染力を持つインフルエンザウイルスは、ときとし
て大流行し、多くの人命を奪うこともある恐ろしい病気です。
では、インフルエンザに負けないためにどうすればよいのか
を一括に考えてみましょう。
＊　インフルエンザはどうやってうつるの？

インフルエンザウイルスは、患茸さんのくしゃみやせき
の飛沫を直接吸い込んだり、空気中にただよっているウイ
ルスで感染することがあります。

インフルエンザウイルスは大きく分けて、A聖卜B隼巨
C型に分類され、低温、乾燥を好むため冬に活動が活発に
なります。
＊　インフルエンザにかかるととうなるの？

感染後1～3日で発症します。主に発熱・頭痛・のどや
関節の痛み・くしゃみ・鼻水等かぜと同じ症状が現れます
が、かぜよりも格段に重く、全身倦怠感を伴うのが特徴で
す。特に熱は高く38～40つぐに通します。症状が重い時

期に無理をすると、肺炎や気管支炎等の合併症を引き起こ
す危険作があります。

それでは、インフルエンザにnけないためのポイントをいく
つかあげましょう。
1．うがいでのどを清潔にする。
うがいはのどを清潔にし、ウイルスをとりつきにくくす

る効果があります。
2．手洗いをする。
ウイルスは千などを介しても惑染するので、こまめに手
を洗う習椚をつけましょう。
3．室内の換気を十分にし、また湿度にも気をつけましょう。

ウイルスは空気中を浮遊することもあるので、こまめに
換気をしましょう。また、室内が乾燥していると、鼻やの
どの粘膜が傷みやすく、ウイルスを排出する力が弱まり、
ウイルスに冒されやすくなります。また、ウイルスは湿り

気に弱いといわれています。湿度は60－70％は保ちまし
ょう。

4．規則正しい生活を送り、抵抗力を高めましょう。
＊　質のよい睡眠を

夜に卜加二眠れて朝気持ちよく目覚めていれば、心身
の健康の基本が保たれます。質のいい睡眠をとるために、

真夜中の12時前に眠りに入るようにしましょう。
＊　バランスのよい食事を

新陳代謝がよく免疫力が高いからだづくりには、栄養
バランスのよい食事を（ビタミン・ミネラルもたっぷりと）

＊　ストレスから解消して免疫力アップを

5．ウイルスから逃避する。
＊　流行時はなるべく人ごみを避ける
＊　マスクをする。また、かかったら、人に感染させない

ためにもマスクをするのはエチケット。
6．予防接種を受ける。
65歳以上のお年寄りや慢性の呼吸器疾患、心臓病、糖
尿病など持病のある人は感染すると重症化しやすいので、
流行する前に接種をしましょう。（11月～12月の間に受
けましょう）

平蔵　一誌′1角1日より平成15年2月28日の間、

干萌緩沃巨かか改正により　65歳以上の方に対して町に
とろ一㍍紳助を1号っています＿　し指定医療機関にて本人

騙己目途・卓二i蚕二‡封耳で接種可能：詳しくは、役場予防環境

詩廿∵てや＿「して　たさいノ　T E L956－1111

〈侶旗相謹案内＼
；定　朋配－、　毎週木曜日　手酌9：C）へ午前11：旧　投鼎軍燵緑望

；：：出張絹註A　毎月第　・ユ即用　字所与）割〕一午前111沌・†烏旨福祉センター4階機能訓練室

＊出張結合E　毎月第1火曜日　　　午前9　3「ト一千面目l m〕［隼架匡コミュニティ・センター

つ丁で束無二つつ一難二つ竹く二つ1ぺ言うー、LL）（二J〆FfC二仰⊂二暗く腑

こんなときに・・・

①ものを見るときに近づきすぎる　皇うしろから呼びかけてもふりむかない
③指示や話の内容か理解できない　毒ヰ足や体の動かし方がぎこちない
⑨体が弱く戸外で遊べない　　　　豆・発舌が不明瞭で話がぎこちない
⑦落ち着きがなく集中しない　　・専・特定の教科の理解が凶難

・・・こ相談くたさい

秘密厳守

相談無料

相談内容
盲家庭における養育や躾に関すること
妻各稚検査（心埋・機能）に関すること
3〉障宵に応じた早期教育や指導に関すること
塗＼障宵に応じた就学や進路に関すること
を専門酎こよる診断や横面二関すること

相　談 �対　象 �乳児から高校生までの保言 �護者および関係者 

相　談 �日　時 �月～金　9時～17時 � 
来所相談・医療相談・地域相談は電 �話予約が必要です 

予約・戸 �削＼合せ �098（933）752 �6（内線505） 
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平成14年度上半期（9月未現在）の財政状況
嘉手納町財政事情書の作成及び公表に関する条例第2条の規定により、平成14年度上半期の財政事情
を次のとおり公表します。
「財政公表」は、本町の財政がどのように運営されているかを町民の皆様に知っていただくために毎

年行われているものです。本封情書をご一一読いただき今後とも、町民の皆様の町政へのご理解とご協力
をお願いいたします。なお、より詳しくお知りになりたい方は、町役喝企画財政課（℡956－1111内線235）

までお問い合わせ下さい。

地方債の現在

一　般　会　計 �3，846，917，466円 

下水道事業会計 �384，639，383円 

水道事業会計 �67，673，199円 

介護保険事業会計 �29，178，000円 

町民一人当たりの町税負担額 �平成14年 9月30日 現在人口 14，025人 

57，222円 

町民一人当たりに使われた額 

208，845円 

広報かでな　H14・12・1桓



：一般会計予算

※歳入及ひ歳出には、平成1玉音モミ′こいもr三　∴・三一］百三丁賞乙は8，5ニ6千円を含みます（
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町有財産の現在高
（平成14年度9月未現在）

・手　土　　　　　　地

1．839．797．34　正

三言／二二
g・建　　　　　　物

78．700．54　m＝

③　車　　　　　　両

47　台

宣傘
2，777．055　千円

を　出資による権利
124．190　千円

⑦　有　価　証　券
20，463　千円



平成 �13年度決 �算状況 

地方債の現在高

一　般　会　計 �3，945，805，362円 

下水道事業会計 �398，103，640円 

水道事業会計 �69，828，846円 

介護保険事業会計 �25，460，000円 

町民一人当たりの町税負担額 �平成14年 3月31日 現在人口 13，978人 

81，828円 

町民一人当たりに使われた額 

737，167円 

広報かでな　H14・12・1哩
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特別募集生と編入学生の募集について

中部農林高等学校定時制課程

中部農林高校定時制課掛は、肘位制で卒業に必要な7」l単
位以上を修得す才1ば、3カ年で卒業できます。公的な貿格、
働いている職業（実務代梓）大検合格科口などの単位も卒
業単位として認められ　911と3月に卒業式を行う　二・判明

制です。
☆　特別重裟笠
中学校を卒業後、高校進学ができなかった勤労者に対
して高校教育を受ける機会を与えようとする制度で学力

検禿が免除になります。
日）出願蒼格：勤労者等で溝20歳（募集年度の3月31

日現在）以上の古。
（2）出願手続：出身中学校からの入学志願謂及び調査邦、
卒業証明書、入学考査料、健康診断吾、就業証明書、
その他必要畜類を添えて声続きする。
13）出願期間：平成15年2円6口（木）及び2月7日（金）

の2日間。

二言∴　∴て∴は午後4時まで

面接13：10～14：00

☆　編入学笠

高校を中途退学した方に、再就学の機会が与えられる
制度です。就学してし－た高校での修得甲位も認められ
卒業に必要な74単位を帽子■きすれゴ3カ年でも卒業が可能
です。
11）受付期間：平成15年1月8円～1月10日まで

（pm3：00～5：00）

（2）体験入学：平成15年2円3l－～2月14日まで

＊詳し　は甲郡農市高校道疇制TEL973－357∈1

（Pm3：00～5．00ノ　に問い台わせ下さし㌧

の月曜日と木曜日　午後7時から9時

◎WCrd講座10名

1月8日（水）から1月24日（魚）までの水曜月と金曜日

午後7時から9時

◎Excel講座ノ10名

1円6日（月）から1月23円（木）までの日曜日と木曜日

午後2時から4時

◎子ともパソコン教室
中学1～3年10名1月4日（土）午後2時から午後4時

小学5、6年生10名　1月11円（土）午後2時から午後4時

小学3、4年生10呂1月18日（土）午後2時から午後4時

小学1、2年生10名　1月25日（土）午後2時から午後4時

◎勉弓墨会

研修室の空き時間を利用し、希望者が5名以上の喝合2時
間単伯で開催。
［1時、内容についてはセンターにご相談下さい。定員10名

問い合わせ先
嘉手納町マルチメディアセンター
嘉手納町字水釜412番地

TEL956－1140　FAX956－1145

Email：info◎kadenammc．jp

交通守全マナーアップ作戦
東手納地区交通安全協会では、交通安全マナーア′フ〉作戦の
一環として、豪華商品付き交通安全マナーアップクロスワード

パズルを実施します。

賞　　品：正解許の中から抽選で10名桜に、東軍商品をプレ
ゼントします。

賞品は、1二2月2日～25日の問嘉手納警察署1椚ロ

ヒ一に展示する予定です。

応募方法：12月2日（月）～20日（水）の閉、交通安全協会
窓U（砧手納警察署交通課内）にて応募用紙を配布
しますので、用紙を受け削り、ln1答後、交通安全協

会まで堤出してください。臥lG幕は、お一人様一

同とさせて†貞きます。（但し、嘉手納町・読谷村内
居住者に限ります。）

応募〆切：12月27日（金）午後5時

抽選　日：1月　7　日（水）午後5時
抽選場所：点手納警察署
抽選方法：正解者で、抽選会に参加した者の中から、公開で抽

選を行い決定する。

沖縄県地場産鷺］病興事業費補助事常の募集
県では、本県の地場産業の振興を図るため、補助事業である地場産業総合振興対策事業を実施しています。
平成15年度においても、下記の事業について募集します。

1．対毀事業
（1）新商品開発能力育成等事業（補助率：補助対象経費の
10／10以内　補助額：概ね20077円程度）

（2）地域人材確保・速成事業（補助率：補助対象経費の
10／10以内　補助額：概ね20077円程度）

（3）地場産品展示・普及等支援や業（捕助率：輸助対象経費
の10／10以内　補助額：概ね200万円程度）

（4）地域貴源等活用型起業化等－li業（捕助率：捕助対象経費
の10／10以内　補助額：概ね500万円程度）

＊ただし中小企業者にあたっては、2〆3以内。

2．助成対受電
（1）事業協同組合、事業協同小組合、協同組合連合会
（2）商工組合
（3）酒造組合、酒造組合連合会
（4）水産加工業組合協同組合、水産加工業協同組合連合会
（5）民法第34条の規定により設立された法人であって、地

域中小企業の振興を図る事業の実施主体として適当と認め
られる公益i去人

（6）4以上の中小企業音を主とするグループであって、県知
■好が適当と認めたもの

「地域鷺源等活用型起業化等事業」については、上記日）～（6）

に加えて、
伸　中′ト企業基本法第2条に規定する中小企業者
仰　企業組合、協業組合
〔9I　共r司出資会社

募集締切：平成15年1月20日（月） 
間合先：沖縄県商工労働部工業・工芸振興課　工業振興係 

TEL：（098）866－2337　FAX：（098）866－2447 

なお、志事業に焦る説明会を平成14年12月こi〕日（壷）に

予定しております＿

広報かでな　H14・12・1一亘



ピヨピヨ写真館⑭

平良ゆめりちゃん（女子）

生年月日

平成14年1月30日生まれ

父／省人　母／ゆかり

＊どう、実ゆちか一ぎーでしょ

お　知　ら　せ
「ピヨピヨ写真館」のコーナーでは、嘉手納町の新しい
仲間たちの誕生を祝って1歳未満のかわいい「かでなっ子」
を紹介しています。このコーナーへの掲載を希望する万は、
下記までゐ気軽にご連絡ください。

連　絡　先

馬手納町役場・企画財政課（企画係）
TEL956－1111（内線・232）広報担当　川原8

みんなの大学！

放送大学学生募集
出願期間
学部学生（教養学部）大学院（修士科目生）
平成14年12月15日（日）～2月28日（金）　4月入学

・．‥ヱ‾r一一　ヒLJ　互㌫1を】‾J一号Jこす上・穴イ二院搬帯をi足イとヨ‾る生涯学

コ■‾一．］1；堅間て、：ここ17＿≠苦し　ト鱒省扁管の通にむの正増の大半てす

＊15歳以l二（選科、科目履修生）、18歳以上（全科規橙生、大学院修士科

日生）であれば、会祉員、自営泉、農業、定年退職者、主婦の方。公務員．
殿廿　■㍍鮫や大学在学中の方等、とにかく誰でも入学できます。
＊入学試験はありません。所定の単位を作得すれば学士の学位が授与され

ます。
＊ザ費が安く、事業を臼指す方、そうでない万も無理なく学習できます。
＊300利・日以ヒ準備されており、好きな科目を1科目だけでも受講できます。

＊授業は印刷漱材とテレビ、ラジオを利用して行うため、社会人には大変

都合よく、lJJ宅が大′、声です。また、月曜日、祝日以外はいつでも沖縄学

ガセンターを利用できます。
＊唇九　■l什lげ校．太一、f■卒業等の方は3年次に編入できます。

＊現職の烈【1が専作免許状駒村（大半院作士科目牛）に利用できます。
＊沖縄では川代～80代まで995各の方が学んでいます。全国では9万人余。

問合わせ、責料請求先　放送大学沖縄学習センター（t括098－895－5952）
http：／／www．U・air．ac．jp／hp

☆☆禽☆嵩☆嵩裔嵩裔嵩嵩東食東食☆☆東食嵩☆裔☆裔嵩嵩嵩禽☆☆禽裔☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

甘藷翁　　　　前田利右衛門
鹿児島県の正摩半島の南西にある山川町は、かつての琉球王国とは深い縁のある町です。

1609il三、薩作満が当時の琉球を征服するために船出したのがこの山川の港であり、琉球から江

戸上りといって江Jl幕府に使音をつかわす時のはじめの上陸地がやはりこの山川の港でした。

山川町の近くにある枚聞帥杜には、i＿i二r Lりの使者が道中の安全をお祈りした扁額があり、また、

山川には病kなとで亡くな一jた琉球の人々を摩った葛もあります。そのほか山川町の利永地区には、

琉球の江戸上りの使節・行の踊りをまねた「利水琉球人傘踊り」が創作され　この地区では、今

でも民俗芸能として演じられ、平成10年には野図線管宮でも披露されました。ご参考までに、琉

球人命踊りの乱軋「物の兄畑ま那覇の町　赤い物売りたばこ売り　口い物売りとうふ売り　黒い

物売り紺地読札　と、那覇の往丁の賑わいを歌い込んでいます。

さらには、この山川町は鹿児島矧こはじめて甘藷をもたらした前凹利石版門の出身地でもあり

ます。前lH利有価門は、現在の鹿児島県揖宿那山川町の農家に生まれ　船乗りとなって、1705年

に琉球にやってきました。彼が琉球でHにしたのは甘藷でした。きっそく、この甘藷を山川にも

ち返り、漁師でありなから自ら栽培し、それに成功すると、近くの農民にも苗をわけ与えてやり

ました。その甘藷は、山川から近くの村へと広がりやがては薩摩（鹿児島）全地域で栽培される

ようになったと伝えられています。山川の人々は、この甘藷は、琉球には中国の 「唐の団」から

伝えられた唐（からともよぶ）の国のイモとして「カライモ」とよびました。

山川の地は、火山吹のやせ地でアワ、ソバなどの作物しかできず、しかも台風がくるとこれら

の作物さえ、手に入らずに人々は飢えに苦しむというありさまでした。ところが、前田利右衛門

によって伝えられた甘藷は、火山嫌のやせ地でも桟培でき、しかも台姐にも強く、人々にとって

このけ請は自分たちの命を守ってくれる作物として大事にされました。

山川の人々は、明治30年、前l桐り右衛門の思徳をたたえるために「徳光神社」を建て、また、

彼のことを「甘藷翁」とよぴ、広く尊崇されています。

現瓜　山川町では毎年、徳光神社で前川］利右衛門をたたえる例祭を行うとともに10月には「さ

つまいもフェスティ／ULJ　を開いてLlます。

1う　広報かでな　H14・12・1
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嘉手納町立保育所及び
子育て支援ヒン9－
（学童保育）入所寮内

保育所とは

保育所は保護者が就労・出産・病気

等により、家庭内でお子さんの保育

ができない場合に、保護者に代わっ

て保育することを目的とする保育施

設です。

＼虜‥紺

受付期問・・・平城15年11－16日　りい　－1112－111（企）

受付場所・・・茄手納町役職附艮摘祉■謙配収係（1隅）
TEIJ956－1111（内陣163）

○保育所入所対象
＊対象児童…0歳～小学校就学前までの「保育に欠ける」乳幼児で、集団保育が可能である事。

※障害児保育を希望する場合は、申し出て下さい。

＊入所募集定員…200人（第二保育所／90人・第三保育所／110人）

＊延長保育…月～金　午後6時30分～午後7時30分　※料金月額／3．000円（おやつ有り）

※　保護者の就労時間・通勤時間等やむを得ない事情のため通常の保育時間を超えて、保育

望3。分艶G⊃
を必要とする児童。

○学童保育入所
＊対象児童…幼稚園児～小学3年生

＊募集定員‥・20人　※料金月額／15，000円

＊保育時間…月～土　幼稚園及び学校終了後～午後6時30分

○保育所へ入所できる基準
＊家庭外就労…児童の親が昼間家庭の外で仕事をするため、児童の保育ができない場合。

＊家庭内就労‥・児童の親が昼間家庭内で日常の家事以外の仕事をするため、児童の保育ができない場合。

＊親のいない家庭‥・死亡・行方不明・拘禁などの理由により親がいない家庭の場合。

＊母親の出産・病気等…母親が出産の前後（各3ケ月間）病気、負傷、心身に障害があるため、児童の保

育ができない場合。

＊病人の看病等…児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人がいる為、親がその看病にあた

っており、児童の保育ができない場合。

＊家庭の災害…火災・風水害・地震などの不幸が有り、その家屋を失ったU、破損した為、その復旧の間

児童の保育ができない場合。

＊その他・・・町長が認める上記の事情に類する状態であること。

○申込みに必要な書類（用紙は町民福祉課・各保育所・子育て支援センターにあります）
＊入所申込書

＊平成14年度課税証明書（平成14年1月2日以降転入した方のみで、前住所地から取り寄せる。）

＊母子家庭（児童扶養手当ての証書）

＊父子家庭（母子及び父子家庭医療費助成受給者証の写し、又は戸籍謄本）

＊生活保護世帯（被保護者証明書）

＊父母が学生の場合（在学証明書・又は学生証の写し）

＊障害児保育の場合（障害者手帳・療育手帳・特別児童扶養手当証書の写し）・・・おおむね3歳以上の児童

発行／嘉手納町役場■集／企画財政課　〒904－0293嘉手納町字嘉手納588書地TELO98・956－1111（内緋232）印刷／（有）丸の内印刷
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日　月　火　水　木　金　土

1　2　3　4　5　6　7

8　91011121314

1516171819　20　21

22　23　24　25　26　27　28

29　30　31

民カレンダ」
2003年1月

日 �六輝 旧暦 �町の行事 �家庭メモ 

1水 �先負 11月29日 �元　旦 � 

2木 �仏滅 11月30日 � � 

3金 �赤口 12月1日 � � 

4土 �先勝 12月2日 � � 

5日 �友引 12月3日 � � 

6月 �先負 �官庁御用始め � 
12月4日 �小　寒 

？火 �仏滅 �七　草 � 
健康相談（出張相談） 

12月5日 �中央区コミュニティセンター AM9：30～11：00 

e水 �大安 �責区がんじゅう会 � 
責区コミュニティセンター 

11月6日 �PM2：00～4：00 

9木 �赤口 12月7日 �健康相談　町役場保健師圭　AM9：00～11：30 � 

擁体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

北区百の芸　北区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

二コ二コ帥椙情詣等温総合福祉センター3階PMl：00～1：3 

リハビリ教室　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

10金 �先勝 �新春町民のつどい � 
12月8日 �中央公民館3階大ホール　PM6：00～ 

11土 �友引 12月9日 � � 

128 �先負 12月10日 �成人式　かでな文化センター　PM2：00～ � 

13月 �仏滅 12月11日 �成人の日 � 

14火 �大安 �両区かりゆし会 � 
両区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

中央区あしびなあ 

12月12日 �中央区コミュニティセンター 
AMlO：00～PMl：00 

15水 �赤口 �西区ゆんたの会（ムーチー作り） � 
西区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

12月13日 �もれ健診結果説明会　町役場庁舎地下展示室 AM9：00～11：00／PMl：00～3：00 

16木 �先勝 �健康相談　町役場保健師垂　AM9：00～11：30 � 
繰体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

12月14日 �リハビリ教室 総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

2
日　月　火　水　木　金　土

1

2　3　4　5　6　7　8

9101112131415

16171819　20　2122

23　24　25　26　27　28

日 �六輝 旧暦 �町の行事 �家庭メモ 

17金 �友引 �1．歳6ケ月児健診（平成13年5月生～6月生） � 
12月15日 �総合福祉センター3階　PMl：00～2：00 

18土 �先負 12月16日 � � 

19日 �仏滅 12月17日 � � 

20月 �大安 12月1柑 �大　寒 � 

21火 �赤口 �各区ゲートボール親善交流会（老人クラブ） � 
書手納スポーツドーム　AMlO：00～ 

12月19日 �西浜区ことふきの会 西区コミュニティセンター　PM2：00－4：00 

22水 �先勝 �乳幼児フォロー健診②（各種健診より） � 
12月20即 �総合福祉センター3階　PMl：00～2：00 

23木 �友引 �健康相談　町役■保健師圭　AM9：00～11：30 � 

線体裁圭 
総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

12月21日 �リハビリ教室 
総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

24金 �先負 �棄区がんじゆう会 � 
薫区コミュニティセンター 

12月22日 �AMlO：00～PMl：00 

25土 �仏滅 �初春の集い（社会福祉協議会）主催 � 
AMll：00～ 

12月23日 �場所：未定 

26日 �大安 12月24日 �裏手納町長選挙　AM7：00～ � 

27月 �赤口 �出張相談 � 
総合福祉センター4階　AM9：30～11：00 

12月25日 �中央区あしびなあ 中央区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

28火 �先勝 �各区グラウンドゴルフ親善交流会（老人クラブ） � 
12月26日 �嘉手納スポーツドーム 

29水 �友引 12月27日 � � 

30ホ �先負 �健康相談　町役場保健師宣　AM9：00～11：30 � 

繰体教室 
総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

12月28日 �リハビリ教室 
総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

31金 �仏滅 12月29日 � � 

957－1414　防衛施設周辺整備協会　956－0750

東区956－3179　中央区956－6223北区956－3928南区956－4688西区956－4544西浜区956－4541

嘉手納町役場956－1111　社会福祉協議会956－1177　かでな振興（株）


